
２０２５年度 一般選抜試験問題  【マーク 一般①】 

 

理 科 

【物理】 【化学】 【生物】 

（60 分） 

注意事項 

① 試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 
② 解答にはＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシルはＨＢまたはＢの芯で 

あれば使用可）を使用しなさい。 
③ マークシートの解答用紙には、氏名、受験番号、科目を記入する欄と受験 

番号、解答科目をマークする欄があります。 
④ 解答方法は、マーク式（解答番号を選択する方式）です。マークシートの 

解答用紙にマークしなさい。 
 

 
 
 
 
 
 
⑤ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ 

等に気付いた場合は、手を高くあげて監督者に知らせなさい。 
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（余  白） 

 

 



 

 

化  学 
 



必要があれば、次の値を使うこと。 

原子量  H 1.0  C 12  N 14  O 16  S 32   

気体定数 8.3×103 Pa・L/(K・mol) 

ファラデー定数 9.65×104 C/mol 

 

１ 各問いに答えよ。 

 

問１ 物質の分離・精製法に関する記述として不適切なものを、次の①～⑤のうちから一つ

選べ。 1  

① ヨウ素とヨウ化カリウムの混合物から、昇華を利用してヨウ素を取り出す。 

② 食塩水をろ過して、塩化ナトリウムを取り出す。 

③ 液体空気を分留して、酸素と窒素をそれぞれ取り出す。 

④ インクに含まれる複数の色素を、クロマトグラフィーによりそれぞれ分離する。 

⑤ つぶした大豆に適当な溶媒を加え、油だけを抽出して取り出す。 

        

 

問２ 水分子 H2O 1 個に含まれる陽子の数 a、電子の数 b、および中性子の数 c の大小関係

を正しく表しているものを、次の①～⑦のうちから一つ選べ。ただし、この水分子は 1H

と 16O からなるものとする。 2  

① a＝b＝c   ② a＝b＞c  ③ c＞a＝b  ④ b＝c＞a 

⑤ a＞b＝c   ⑥ c＝a＞b  ⑦ b＞c＝a 

 

 

問３ 次のグラフは、原子番号 1～20 の元素の性質を示す数や量を表したものである。ａ、

ｂに該当するものを、次の①～⑤のうちからそれぞれ一つずつ選べ。 

 ａ  3            ｂ  4  

       

① 電子の数  ② 価電子の数  ③ 原子半径   

④ 第 1 イオン化エネルギー    ⑤ 最外殻電子の数 
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問４ 金属について、次のａ、ｂの各問いに答えよ。 

 ａ 金属に関する次の記述の中で、正しいものを一つ選べ。 5  

① 金属は、電気伝導性はよいが、熱伝導性はよくない。 

② 金属の単体は、常温ですべて固体である。 

③ 典型元素からなる金属の融点は、一般に、遷移元素からなる金属よりも高い。 

④ 金属結晶が強い力を受けてもくだけにくいのは、クーロン力のためである。 

⑤ 金属結晶中には、自由に動きまわることができる自由電子が存在する。 

ｂ 原子番号 1～20 の元素の中で金属元素はいくつあるか。一つ選べ。 6  

① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9 

 

 

問５ 分子中の結合には極性があるが、分子全体では極性が打ち消し合って極性を持たな

い分子の例として正しいものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 7  

  ① オゾン  ② アンモニア  ③ 塩化水素  ④ 水  ⑤ 二酸化炭素 

 

 

問６ 次の①～④の法則について、法則の名前とそれぞれの説明との関係として、正しいも

のを一つ選べ。 8  

① 倍数比例の法則：2 種類の元素からなる化合物がいくつかあるとき、一方の元素の

一定質量と化合している他方の元素の質量は、化合物の間で簡単な整数比となる。 

② 気体反応の法則：化学反応の前後で、反応に関係した物質の総質量は変わらない。 

③ 定比例の法則：同温・同圧のもとで、反応する気体や生成する気体の間には、簡単

な整数比が成り立つ。 

④ 質量保存の法則：ある化合物中の元素の質量の比は、その化合物のつくり方に関係

なく、常に一定である。 

 

 

問７ ある金属 M の酸化物 MO2 17.4 g を還元すると、M の単体が 11.0 g 得られた。金属 M

の原子量はいくらか。最も適当な数値を解答群から一つ選べ。 9  

① 6.4  ② 23  ③ 33  ④ 55  ⑤ 64  ⑥ 73 
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問８ 酸素に紫外線を照射すると、酸素 O2の一部がオゾン O3に変化する。標準状態で 1000 

mL の酸素に紫外線を照射したところ、同じ温度、同じ圧力で、気体の体積は 950 mL

となった。混合気体中のオゾンの体積百分率は何%か。最も適当な数値を解答群から一

つ選べ。 10 % 

① 5.0  ② 11  ③ 25  ④ 50  ⑤ 85  ⑥ 90 

 

 

 

 

 

問９ 0.036 mol/L の酢酸水溶液の pH は 3.0 であった。 

ａ この酢酸水溶液 10.0mL を、水酸化ナトリウム水溶液で中和したところ、18.0mL を

要した。水酸化ナトリウム水溶液の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を解答群から

一つ選べ。 11 mol/L 

 ① 0.010  ② 0.020  ③ 0.040  ④ 0.065  ⑤ 0.130   

ｂ この酢酸水溶液中の酢酸の電離度として、最も適当な数値を解答群から一つ選べ。 

iii12  

① 1.0×10－6  ② 1.0×10－3  ③ 2.8×10－2 

④ 3.6×10－2  ⑤ 3.6×10－1  

 

 

 

 

 

問 10 次の塩の中で、酸性塩に分類され、水溶液が塩基性を示すものを一つ選べ。 13  

① 塩化アンモニウム  ② 硝酸カリウム   ③ 硫酸水素ナトリウム 

④ 硫酸ナトリウム   ⑤ 炭酸ナトリウム  ⑥ 炭酸水素ナトリウム 
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問 11 次の酸化還元反応で、下線を付した原子の酸化数が反応の前後で最も大きく変化す

るのはどれか。一つ選べ。 14  

① 4NH3 ＋ 5O2 → 4NO ＋ 6H2O 

② 2KClO3 → 2KCl ＋ 3O2 

③ Cu ＋ 2H2SO4 → CuSO4 ＋ 2H2O ＋ SO2 

④ SO2 ＋ 2H2O ＋ Cl2 → H2SO4 ＋ 2HCl 

 

 

 

問 12 ある濃度のヨウ素溶液（ヨウ化カリウムを含むヨウ素の水溶液）10.0 mL を 0.010 

mol/L のチオ硫酸ナトリウム Na2S2O3水溶液で滴定したところ、2.0 mL を要した。た

だし、ヨウ素とチオ硫酸ナトリウムの反応は、それぞれ次のイオン反応式で表される。 

I2 ＋ 2e－ → 2I－ 

2S2O3
2－ → S4O6

2－ ＋ 2e－ 

ヨウ素溶液の濃度は何 mol/L か。最も適当な数値を解答群から一つ選べ。 15 mol/L 

① 1.0×10－3  ② 2.0×10－3  ③ 5.0×10－3 

④ 1.0×10－2  ⑤ 2.0×10－2  
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２ 各問いに答えよ。  

 

問１ 次の各気体が、同温・同圧下にあるとき、密度が最も大きいものはどれか。最も適当

なものを解答群から一つ選べ。 16  

① CO  ② NH3  ③ NO2  ④ H2S  ⑤ SO2 

 

 

 

 

 

問２ 1.0×105 Pa において、酸素、窒素は 0 ℃の水 1 L にそれぞれ 49 mL、24 mL 溶け

る。また、空気における酸素と窒素の体積比を 1：4 とする。 

0 ℃、1.0×105 Pa のもとで、1 L の水に空気を接触させておいたとき、溶けている酸

素の体積と窒素の体積の合計を標準状態に換算して表すと、何 mL になるか。最も適

当な数値を解答群から一つ選べ。 17 mL 

① 9.8  ② 29  ③ 49  ④ 73  ⑤ 145 

 

 

 

 

 

問３ 0.44 g のプロパン C3H8(気)を完全燃焼させたときに発生する熱をすべて 0 ℃の氷 36 

g に与えた。C3H8(気)の燃焼で生じた熱は、すべて水の温度上昇と状態変化に使われる

ものとして、反応終了後の水の温度は何℃になるか。最も適当な数値を解答群から一つ

選べ。ただし、水の比熱を 4.2 J/(g･K)とし、0 ℃における氷の融解エンタルピーを         

＋6.00 kJ/mol、C3H8(気)の燃焼エンタルピーを－2220 kJ/mol とする。 18 ℃ 

（下線部について旧課程表記では、氷の融解熱を 6.00 kJ/mol、C3H8(気)の燃焼熱を 2220 

kJ/mol とする。どちらの表記を用いても解答の値は同じである。）  

① 0  ② 13  ③ 46  ④ 67  ⑤ 100 
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問４ 一般的なリン酸型燃料電池の構成は、下記の電池式で表される。1.93×103 C の電気

量を得るために消費される水素は、標準状態で何 mL か。最も適当な数値を解答群か

ら一つ選べ。 19 mL 

   (－) Pt ∙ H2｜H3PO4aq｜O2 ∙ Pt (＋)   

① 11.2  ② 22.4  ③ 112  ④ 224  ⑤ 448 

 

 

 

 

 

問５ 酢酸ナトリウムを水に溶解すると酢酸イオンとナトリウムイオンに完全に電離する。 

生成した酢酸イオンは水分子と反応し、 

CH3COO－ ＋ H2O ⇆ CH3COOH ＋ OH－ 

の平衡状態にあるため、水溶液は塩基性を示す。0.10 mol/L 酢酸ナトリウム水溶液の

pH はいくらか。最も適当な数値を解答群から一つ選べ。ただし、酢酸の電離定数は

2.5×10－5 mol/L、水のイオン積 Kwは 1.0×10－14 (mol/L)2、log10 2＝0.30 とする。 

 20  

  ① 7.0   ② 7.3   ③ 7.7  ④ 8.3  ⑤ 8.8 
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３ 各問いに答えよ。  

 

問１ ハロゲンとその化合物に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合

は②を選べ。 

 ａ ハロゲンの単体の酸化力は、原子番号が小さいものほど強い。 21  

 ｂ 単体の塩素 Cl2は水に少し溶け、一部が反応して塩化水素と過塩素酸が生じるため、 

塩素水は漂白剤や殺菌剤に用いられる。 22  

 ｃ 単体の塩素は、酸化マンガン(Ⅳ)に濃塩酸を加えて加熱し、発生した気体を水や濃硫

酸を入れた洗気びんに通したのち、下方置換で集める。 23  

 ｄ フッ化水素 HF の水溶液はフッ化水素酸とよばれ、塩酸と同様に強酸でガラスを溶か

す。 24  

 ｅ 臭化銀 AgBr には感光性があり、光が当たると分解されて褐色の酸化銀が生じる。 

 25  

 

 

 

問２ ケイ素とその化合物に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は

②を選べ。 

 ａ 単体のケイ素 Si はダイヤモンドと同じ分子結晶で、半導体の性質を示す。 26  

 ｂ 二酸化ケイ素 SiO2 は共有結合結晶で、硬くて融点が高い。フッ化水素酸にはヘキサ

フルオロケイ酸を生じて溶ける。 27  

 ｃ 二酸化ケイ素に塩基を加えて加熱してできたケイ酸ナトリウムに、水を加えて煮沸

すると粘性の大きな液体が得られる。これを水ガラスという。 28  

 ｄ 水ガラスに酸を加えると半透明ゲル状のケイ酸が生じ、このケイ酸を熱して一部脱

水すると、多孔質で水蒸気を吸着できる乾燥剤のソーダ石灰が得られる。 29  

 ｅ ガラスは Si と O がつくる立体構造に Na＋や Ca2＋が入り込み、構成粒子が規則正しく

並んだ結晶である。 30  
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問３ 典型金属元素とその化合物に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む

場合は②を選べ。 

 ａ 単体のアルミニウム Al は、ボーキサイトから得られる炭酸アルミニウムを水溶液に

して電気分解することで得られる。 31  

 ｂ 単体のアルミニウムの表面に電気分解で緻密な酸化被膜を人工的につけた製品をア

ルマイトという。 32  

 ｃ ミョウバンは、硫酸アルミニウムと硫酸カリウムの混合水溶液を冷却することで得

られ、複塩に分類される。 33  

 ｄ スズ Sn は融点が高く耐食性が高いため、古くから生活に利用されてきた。鉄とスズ

の合金をブリキといい、缶詰や玩具に用いられている。 34  

 ｅ 鉛 Pb は 14 族元素であり酸にも塩基にも溶ける両性元素だが、希塩酸や希硫酸には

化合物の被膜をつくるので溶けにくい。 35  

 

 

 

問４ 鉄とその化合物に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②を

選べ。 

 ａ 単体の鉄 Fe は、赤鉄鉱や磁鉄鉱といった鉄鉱石を高炉内で一酸化炭素で還元してつ

くられるが、このときできた鉄は不純物を含み、銑鉄とよばれる。 36  

 ｂ 銑鉄や鋼は、湿った空気中ではさびやすい。湿った空気中で生じる四酸化三鉄 Fe3O4

は黒さびともよばれる。 37  

 ｃ 鉄をさびにくくするために、Cr や Ni などを混ぜて合金にしたものをジュラルミンと

いう。 38  

 ｄ 鉄(Ⅱ)イオン Fe2＋を含む水溶液に水酸化ナトリウム NaOH 水溶液を加えていくと、

緑白色の沈殿が生じるが、さらに加えると沈殿は溶ける。 39  

 ｅ 鉄(Ⅲ)イオン Fe3＋を含む水溶液にチオシアン酸カリウム KSCN 水溶液を加えていく

と、血赤色の沈殿が生じるが、さらに加えると沈殿は溶ける。 40  
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４ 各問いに答えよ。  

 

問１ 脂肪族炭化水素に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②を

選べ。 

 ａ アルカンの沸点は、炭素数が多いほど高く、同じ分子式でも分枝の数が増えるほど高

くなる。 41  

 ｂ メタンに塩素を混ぜて光を当てると、クロロメタンと塩化水素が生じる。 42  

ｃ 炭素数が 4 でアルケンに分類されるものには、幾何異性体も区別すると 4 つの異性

体が存在する。 43  

 ｄ アルカンもアルケンも、過マンガン酸カリウム KMnO4によって酸化されやすい。 

 44  

 ｅ 多数のアセチレン C2H2 を付加重合して得られるポリアセチレンは、ハロゲンを少量

加えると電気伝導性を示すようになり、導電性高分子として利用される。 45  

 

 

問２ アルコールとエーテルに関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合

は②を選べ。 

 ａ 異性体の関係にあるアルコールとエーテルでは、分子間に働くファンデルワールス

力の影響でエーテルの方が沸点が高くなる。 46  

ｂ メタノールとナトリウムが反応して、水素が 0.01mol 発生したとき、反応したメタ

ノールは 0.02mol である。 47  

 ｃ 130～140℃に加熱した濃硫酸にエタノールを少しずつ加えると、分子間で脱水反応

が起こり、ジエチルエーテルが生じる。 48  

ｄ エチレングリコールは 2 価のアルコールで、自動車エンジンの冷却材やポリエチレ

ンテレフタラート(PET)などの合成繊維の原料に用いられる。 49  

 ｅ ジエチルエーテルは揮発性の液体で麻酔性がある。 50  

 

 

問３ 芳香族炭化水素に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②を

選べ。 

 ａ ベンゼン分子は、すべての炭素原子間の距離が等しい正六角形の平面構造をしてい

る。 51  

 ｂ ベンゼンに塩素を付加反応させると、クロロベンゼンが生じる。 52  

 ｃ ナフタレンは、分子式 C10H10で表される昇華性のある固体である。 53  

 ｄ o
オルト

－キシレンを酸化すると、PET の原料が得られる。 54  

 ｅ トルエンを混酸でニトロ化を進めていくと、爆薬に利用される TNT が生じる。 55  
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問４ 芳香族カルボン酸に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②

を選べ。 

 ａ 安息香酸は、トルエンを酸化すると得られる。 56  

 ｂ フタル酸を加熱すると容易に脱水が起こり、酸無水物の無水フタル酸ができる。 57  

 ｃ サリチル酸にメタノールと濃硫酸を加えると、サリチル酸メチルが生じる。 58  

 ｄ アセチルサリチル酸は、塩化鉄(Ⅲ)水溶液を加えると赤紫色を呈する。 59  

 ｅ フェノールと安息香酸を識別する方法として、炭酸水素ナトリウム水溶液を加えて

気体が発生した方が安息香酸である。 60  

 

 

問５ 糖類に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②を選べ。 

 ａ グルコースを水溶液にすると、鎖状構造の分子が平衡状態で存在し、この分子がホル

ミル基（アルデヒド基）をもつため、ヨードホルム反応を示す。 61  

 ｂ ラクトースは、α－ガラクトースとβ－ガラクトースの還元性を示す構造中のヒド

ロキシ基を結合に用いているため、還元性を示さない。 62  

 ｃ スクロースをスクラーゼで加水分解すると、グルコースとフルクトースの等量混合

物が得られる。これを転化糖といい、転化糖は還元性を示す。 63  

 ｄ デンプンを湯に浸すと可溶性部分と不溶性部分に分けられ、不溶性部分には枝分か

れの多いアミロペクチンが含まれる。もち米に含まれるデンプンはほぼ 100%がアミロ

ペクチンである。 64  

 ｅ セルロースの再生繊維の一つとして、セルロースをシュワイツァー試薬に溶かして

からセルロースを再生させるビスコースレーヨンが挙げられる。 65  

 

 

問６ タンパク質に関する各記述について、正しい場合は①を、誤りを含む場合は②を選べ。 

 ａ タンパク質を構成するアミノ酸の配列順序をタンパク質の一次構造、α－ヘリック

スやβ－シートのような部分的立体構造を二次構造という。 66  

 ｂ 毛髪はケラチンというタンパク質からなり、ケラチンの鎖状分子はジスルフィド結

合－S－S－で結ばれていて一定の形を保っている。 67  

 ｃ タンパク質を加水分解したときに、アミノ酸のみを生じるものを複合タンパク質と

いう。 68  

 ｄ タンパク質は複雑な四次構造をもつため、熱や酸などを加えるとその構造が変化し性

質が変わる。これをタンパク質の変性といい、構造は元に戻らないことが多い。 69  

 ｅ 卵白を水溶液にして水酸化ナトリウムを加えて加熱したのちに、酢酸水溶液で中和

して酢酸鉛(Ⅱ)水溶液を加えると黄色沈殿が生じる。このことから、卵白を構成するア

ミノ酸に硫黄が含まれることがわかる。 70  
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